
奈

良

教

育

大

学

附

属

中

学

校

通

信

第

二

号(

通
算
三
十
七
号)

二

〇

一

六(

平

成

二

十

八)

年

九

月

六

日

発

行

唯

一

無

二

、

そ

し

て

明

日

に

向

か

っ

て

学

校

長

松

川

利

広

時

間

は

、
「

一

学
期

、
夏

休

み

」

と

積

み

重

な

り

、

い

よ

い

よ

二

学

期

が

始

ま

り

ま

し

た

。

数

字

は

「

二

」

で
も

、

一

回

限

り

の

「

二

学

期

」

で

す

。

唯

一

無

二

の

二

学

期

で

す

。

そ

し

て

、

そ

の
二

学

期

を

生

き

る

、

一

人

一

人

の

「

私

」

も

ま

た

、

た

だ

一

つ

の

存

在

、

二

つ

と

な
い

存

在

、

唯

一

無

二

で

す

。

広

大

無

辺

の

宇

宙

に

あ

っ

て

も

、

悠

久

の

時

間

に

あ

っ
て

も

、

唯

一

無

二

、

そ

れ

が

「

私

」

な

の

で

す

。

か

け

が

え

の

な

い

「

私

」

な

の

で
す

。

そ

う

思

う

と

、
「

私

」
が

愛
（

い

と

）

お

し

く

思

え

、
「

私

」

を

「

生
き

る
」

こ

と

の

意

味

が

深

く

な

る

よ

う

に

思

い

ま

す

。

詩

人

は

、

不

安
定

で
、

揺
れ

る

「

私

」

た

ち

に

、
「

生

き

る

」

道
標

（
み

ち
し

る

べ

）

や

生

き

る

喜

び

を

示

唆
し

て

く

れ

ま

す

。

今

日

、

紹

介

す

る

の

は

、

谷

川

俊

太

郎

さ

ん

の

仲

間

が

創

作

し

た
「

明

日

」

と

い

う

詩

で

す

。

今

の

附

中

に

か

か

わ

る

、

す

べ

て

の

人

（
「
私

」
）

へ

の
エ

ー
ル

の

よ

う

な

気

が

し

ま

す

。
（

詩

人

が

変

わ
る

箇

所

を

「

／

」

で

、

そ

れ

ぞ

れ
の

改

行

箇

所

を

「

・

」

で

表

し

ま

す

。

ゴ

チ

ッ

ク

は

筆

者

）
幼

い

自

分

に

さ

よ

う

な

ら

を
告

げ
る

こ
と

／

小

さ

な

奇

跡

を

積

み

上

げ

て

い

く

と

い

う

こ

と

／

キ

レ

イ

ご

と
だ

け
で

は
済

ま

な

い

と

知

り

つ

つ

も

・

キ

レ

イ

ご

と

を

通

す

と

い

う

こ

と

／

新
し

い
明

日
を

た

の

し

み

に

ベ

ッ

ド

に

も

ぐ

り

こ

む

こ

と

／

目

覚

め

て

「

あ

あ

夢
だ

っ
た

」
と

思

う

こ

と

／

誰

か

を

守

る

た

め

に

働

く

こ

と

・

何

か

を

叶

え

る

た
め

に
働

く
こ

と

・

明

日

笑

え

る

た

め

に

今

日

働

く

こ

と

・

生

き

る

た

め

に

働

く
と

い
う

こ
と

は

・

誇

り

を

も

っ

て

生

き

る

と

い

う

こ

と

／

生

き

る

。
・

生

き

る

。

っ

て

前
向

き
な

言

葉

で

す

ね

。
・

生

き

て

い

る

じ

ゃ

な

く

て

「

生

き

る

」
・

好

き

で

す

／

「

さ

よ

な

ら

」

じ

ゃ

な

く

て

・
「
ま

た

ね

」

と

言

っ

て

別

れ

る

こ

と
／

か

た

ち

に

な

り

あ

る

き
だ

す
・

ぶ

つ

か

り

あ

い

く

だ

け

ち

る

・

く

だ

け

た
か

け
ら

を

ぼ

く

が

ひ

ろ

う

・

く

だ

け

た

か

け

ら

を

あ

な

た

が

ひ

ろ

う

・

そ

の
て

に
も

て
る

だ

け

の

か

け

ら

を

あ

つ

め

て

・

ぼ

く

ら

は

ま

た

あ

る

き

だ

す

／
そ

れ
は

い
つ

か

分

か

ら

な

い

・

最

後

の

瞬

間

な

の

か

も

し

れ

な

い

け

ど

、
・
「
あ
ぁ

、
私

は
こ

の

た

め

に

生

ま

れ

て

き

た

ん

だ

な

」

・

と

い

う

時

に

出

会

う

た

め
／

お
の

お
の

が

そ

れ

ぞ

れ

の

光

の

あ

る

場

所

を

探

し

立

つ

こ

と

／

な

ん

で

も

い
い

・
ど

う
で

も

い

い

・

そ

ん

な

ら

自

分

じ

ゃ

な

く

て

も

い

い

じ

ゃ

ん

か

・

息

を
し

て
る

か
ら

生

き

て

る

ん

じ

ゃ

な

く

・

自

分

が

在

る

か

ら

生

き

て

い

る

・

僕

は
僕

を
生

き
る

／

も

が

く

こ

と

・

も

だ

え

る

こ

と

・

声

に

な

ら

な

い

叫

び

・

泣

き
た

い
気

持
ち

・

や

が

て

目

の

前

の

霧

が

晴

れ

・

山

頂

か

ら

の

眺

め

の

美

し

さ

と
・

深
呼

吸
の

美

味

し

さ

よ

・G
o
a
l

は

決

し

て

逃

げ

な

い

・

自

ら

近

付

く

の

み

・F
l
a
g

を

掴
め

・

そ

し

て

高

く

掲

げ

よ

／

私

は

私

を

生

き

る

・

で

も

手

を

つ

な

ぎ
た

い
な

（

谷

川

俊

太

郎w
i
t
h
f
r
i
e
n
d
s

『

生

き

る

わ

た

し

た

ち

の

思

い

』

角

川
Ｓ

Ｓ
コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

ズ

一

二

七

頁

～

一

四

三

頁

）

こ

の

詩

は

、

黙
読

よ
り

も
音

読

を

し

た

方

が

、
「

私

」
が

「
私

」

で

「

在

る

」

こ

と

を

、

よ

り

実
感

す
る

こ
と

が

で

き

る

よ

う

に

思

い

ま

す

。

そ

し

て

、

そ

の

実

感

こ

そ

が

、
「

明

日

」

に

向

か

っ
て

、
歩

を

進

め

る

（

＝

生

き

る

）
「

勇

気

」

へ

と
つ

な
が

っ
て

い

く

よ

う

に

思

い

ま

す

。

と

き

に

は

、

家
族

、
学

級
な

ど

で

、

そ

れ

ぞ

れ

、

お

勧

め

の

詩

（

自

作

の

詩

も

含

め

て

）

を

、

一
人

で

、

み

ん

な

と

声

に

出

し

て

読

み

合

う

の

も

よ

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん
ね

。

本年度も、夏休み恒例の親子清掃
が、８月 28日 (日 )に行われました。
今年も、保護者 117名、生徒 139名に
教職員 21名、総数 277名を超える多
数の皆様のご参加をいただきました。
例年よりも少し気温は低かったで

すが、まだまだ残暑が厳しい日でし
たが、教室、プール、テニスコート、
通学路など、校舎内外の清掃に、汗

だくになりなが
ら、本当に熱心
に清掃活動に取
り組んでいただ
きました。感謝
申し上げます。
ありがとうござ
いました。

【
９
月
】

１
日

第
二
学
期
始
業
式
・
芸
術
鑑
賞
会

２
日

英
検
申
し
込
み
開
始

５
日

三
回
生
実
習(

～

日)

30

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
①

９
日

三
年
研
究
室
訪
問

日

土
曜
全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ(

授
業
参
観
・

10

高
校
説
明
会
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ)

日

振
替
休
日

12
日
・

日

文
化
の
つ
ど
い

21

23
育
桜
会
・
後
援
会
バ
ザ
ー

日
（
特
）
校
外
学
習

26
日

学
級
読
書
会

28
日

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
②

29
【

月
】

10

３
日

通
常
学
級
入
試
公
示
・
願
書
交
付

後
期
時
間
割
開
始

６
日

(

特)

宿
泊
学
習(

～
７
日)

中
間
テ
ス
ト(

～
７
日)

７
日

育
桜
会
評
議
員
会

９
日

英
語
検
定
（
団
体
受
検
）

日

後
期
生
徒
会
役
員
選
挙
告
示

12
日
・

日(

特)

願
書
受
付

13

14

日

育
桜
会
文
化
体
育
部
社
会
見
学

18
日

後
期
生
徒
会
意
見
発
表
会
・
投
票

19
日

教
育
研
究
会(

前
日
午
後
に
準
備)

22
日

振
替
休
日

24
【

月
】

11

１
日

三
年
学
力
診
断
テ
ス
ト
③

２
日

後
期
生
徒
会
認
証
式
・
総
会

４
日

三
年
生
Ｐ
Ｔ
Ａ(

進
路
説
明
会)

７
日

三
年
個
人
懇
談(

～

日)

11

日

(

特)

入
級
選
考(

～

日)

10

11

日

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

12
日

(

特)

合
格
発
表

17
日

一
、
二
年
生

社
会
見
学

18
日

(

特)

日
曜
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

20
日

一
・
二
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

22

(

特)

耐
寒
駆
け
足(

～

)12/7

日

三
年
期
末
テ
ス
ト(

～

日)

28

30

日

一
・
二
年
期
末
テ
ス
ト(

～
２
日)

30
【

月
】

12

１
日

育
桜
会
評
議
員
会

２
日

三
年
社
会
見
学

７
日

人
権
学
習

８
日

(

特)

マ
ラ
ソ
ン
大
会

９
日

三
年
球
技
大
会

日

(

特)

期
末
懇
談

19

期
末
個
人
懇
談(

午
後)

日
・

日

期
末
個
人
懇
談(

全
日)

20

21

日

終
業
式
・
大
掃
除

22

映
画
を
観
る
会(

図
書
部)

韓
国
公
州
大

学
校
附
設
中
学
校

と
の
交
流
は
、

今
年
で
五
年
目
を

迎
え
ま
す

。
訪
問
し
た
の
は

、
二
年
生
の
仲
君

、
浅
井
君
、
朝

熊
さ

ん
、
後

藤
さ
ん
、
新
冶
さ

ん
、
篠
原
さ
ん
の

六
名
で
、
以
前

か
ら
実

施
し

て
い
る
夏
の
訪
問

と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン

ジ
ュ
も
日
本
と

同
様
、
大
変
暑
い

夏
で
し
た
。
夏
季

休
業
中

、

８

月

日
よ
り

日
ま
で
の
４

泊
５
日
で
の
訪

問
で
、
滞
在
初
日

は

、

19

23

昨
年
同
様
、
朝
鮮

時
代
の
農
村
を

復
元
し
た
韓
屋
村

（
ハ
ノ
ク
・
マ

ウ
ル
）
に
宿
泊

し
、
２
日
目
と

３
日
目
は
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
の
交
流
パ

ー
ト
ナ
ー
宅

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
観
光
地
や

行

楽
地
巡
り

に
も
一
緒
に
連
れ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
、

附
設
中
学
校
を
訪

れ
た
滞
在
４
日
日

、
歓
迎
会
で
は

、
コ

ン
ジ

ュ
側
か
ら
、
男
子

生
徒
の
勇
壮
な
太

鼓
演
奏
や
女
子

生
徒
の
可

愛
い

ダ
ン
ス
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
、

本
校
か
ら
は
、
奈

良
や
学
校

紹

介
の
プ
レ
ゼ
ン

や
女
子
生
徒
二
人

で
の
バ
イ
オ
リ
ン

と
ビ
オ
ラ
の

弦
楽
二
重
奏
、
そ

し
て
ギ
タ
ー
の

ソ
ロ
で
の
弾
き
歌

い
を
披
露
し
ま

し
た
。
そ
の
後

、
パ
ー
ト
ナ
ー

生
徒
の
案
内
で
そ

れ
ぞ
れ
の
授
業
に

参
加
し
ま
し

た
。
授
業
は
、
家

庭
科
で
は
「
伝

統
料
理
づ
く
り
」

を

体
験
し
、

科
学
で
は

、
「
地
球
の

内
部
模
型
づ
く
り

」
、
美
術
科

で
は

「
私
だ

け
の
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
づ
く
り
」
な
ど

、
と
て
も
楽
し

い
授
業

を
体

験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
授
業

を
と
も
に
受
け

る
こ
と
で

、

パ
ー

ト
ナ
ー
や
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
の
会

話
も
弾
み
、
交
流

も
一
段
と

深

ま
り
、
一
層
充

実
し
た
交
流
と
な

り
ま
し
た
。

中
学
生
の
こ
の
時

期
に
、
学
校
訪

問
や
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
体
験
す

る
こ
と
は
、
今

後
の
彼
ら
の
人

生
に
と
っ
て
は
大

き
な
財
産
と
な
る

こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
交

流
で
彼
ら
の
心
に

ま
か
れ
た
種
を

、
大
切
に
育
み
、

将
来
、
大
輪
の

花
を
咲
か

せ
ら
れ
る
よ
う
願

う
と
と
も
に
、

今
回
の
訪
問
で
得

た
大
き
な
学
び
や

貴
重
な

体
験
を
附
中
生
徒

だ
け
で
な
く
、
周

囲
の
人
た
ち
に

も
広
め
て
も
ら
い

、

１
月

に
コ
ン
ジ
ュ
か
ら

奈
良
へ
訪
問
さ
れ

る
際
に
は
、
今

回
の
お
返
し
や
お

も
て

な

し
を
率
先
し
て
努

め
て
も
ら
い
、
相

互
訪
問
を
成
功
に

導
い
て
く
れ
る

こ
と
を

期

待
し
て
い
ま
す

。
ビビンパランチを共に！ 校舎にて、お別れの時。



バスケットボール部

奈良市中学校バスケットボール 春季集中大会 第２位

バレーボール部

奈良市中学校 春季リーグ戦 第２位

奈良市民体育大会 第２位

奈良市中学校総合体育大会 第２位

陸上部

第８回 山田隆 記念陸上競技大会 中学男子走幅跳 第３位 佐藤 拓海

奈良市民体育大会

中学男子２・３年走幅跳 第１位 佐藤 拓海 中学女子１年走幅跳 第２位 久住呂 柚衣

中学男子２・３年 800ｍ 第３位 篠原 直生 中学男子１年走幅跳 第３位 大浦 涼介

中学１年 4☓ 100ｍリレー女子 第３位 石田 愛莉・久住呂 柚衣・藤原 友菜・八尾 綺星

奈良県中学校陸上競技対校選手権大会 男子三段跳 第３位 佐藤 拓海

奈良市中学校総合体育大会

男子共通 800ｍ 篠原 直生 第１位 男子共通 110ｍＨ 掃部 元章 第２位

男子走幅跳 佐藤 拓海 第１位

男子低学年 4× 100ｍＲ 第３位 佐藤 拓海・掃部 元章・大浦 涼介・松浦 航平

奈良県中学校総合体育大会

男子三段跳び 第２位 佐藤 拓海（近畿大会出場）

奈良市中学校新人大会

男子 100ｍ 第１位 掃部 元章 男子走幅跳 第１位 佐藤 拓海

男子走幅跳 第３位 矢川 志温

男子 4× 100ｍリレー 第１位 野口 尚也・掃部 元章・矢川 志温・佐藤 拓海

テニス部

奈良市民体育大会 中学女子テニスダブルス 第３位 大川 香奈・三原 菜月 第３位 小路 百香・宮永 怜奈

奈良県総体 団体戦 第２位（近畿大会団体戦出場）

奈良市ジュニアテニス選手権大会 準優勝 宮本 こあき・ 平田 彩花

第３位 時田 咲良 ・ 山口 葵

男子バドミントン部

奈良市市民体育大会 中学１・２年男子の部 団 体 第３位

女子バドミントン部

奈良市バドミントン選手権 １年女子Ａブロック 第１位 獅子内 一奈

１年女子Ｃブロック 第１位 柳生 麗海菜

奈良県バドミントンサマーカーニバル １年女子シングルスＣ 第２位 獅子内 一奈

１年女子シングルスＨ 第２位 柳生 麗海菜

女子ダブルスＣ 第３位 小池 光樹・梶田 千遥

水泳部

奈良市中学校総合体育大会

男子 200ｍ個人メドレー第１位 飯田 航平 男子 50ｍ自由形 第３位 飯田 航平

男子 50ｍ自由形 第１位 上田 誠 （大会新記録 ) 男子 200ｍ自由形 第１位 上田 誠 （大会新記録）

男子 100ｍ自由形 第３位 高橋 駿太 女子 50ｍ自由形 第２位 筒井 美有

女子 100ｍ 平泳ぎ 第３位 田中 真由 女子 50ｍ背泳ぎ 第２位 高野 心麗

女子 50ｍ 平泳ぎ 第２位 小林 歩実

女子 400ｍリレー 第２位 田中 真由・池内 日奈子・筒井 美有・高野 心麗

奈良県総合体育大会

男子 200ｍ自由形 第１位 上田 誠 男子 100ｍ自由形 第３位 上田 誠

奈良県中学校選手権水泳競技大会

男子 200ｍ自由形 第２位 上田 誠 男子 100ｍ自由形 第５位 上田 誠

女子 200ｍ個人メドレー第８位 田中 真由

奈良市中学・高等学校水泳記録会（兼新人戦）

男子 400ｍメドレーリレー第３位 髙橋 駿太・森 梓恩・上田 誠・飯田 航平

女子 400ｍリレー 第３位 田中 真由・池内 日奈子・山田 実步・筒井 美有

男子 400ｍリレー 第３位 髙橋 駿太・遠山 麟太郎・上田 誠・飯田 航平

女子 200ｍ個人メドレー第１位 田中 真由 女子 50ｍ自由形 第１位 筒井 美有

男子 50ｍ自由形 第３位 川端 優木 男子 100ｍ自由形 第２位 飯田 航平

男子 400ｍ自由形 第１位 上田 誠 女子 50ｍ平泳ぎ 第１位 真鍋 瑞季 第２位 小林 歩実

男子 100ｍ平泳ぎ 第２位 森 梓恩 男子 50ｍ背泳ぎ 第１位 細川 海翔 第３位 新家 誉生

紀和中学校水泳競技大会

男子 200ｍ自由形 第３位 上田 誠 ※上田 誠（近畿大会出場） 上田 誠・田中 真由（紀和大会出場）

男子ハンドボール部

奈良県総体 第３位

科学部

ＷＲＯ奈良大会 2016 レギュラーカテゴリーミドル競技中学生部門 ※ＷＲＯ 2016全国大会出場

Ａチーム 優 勝 北田 誠 ・ 山田 勝己・ 松井 明良 オープンカテゴリー中学生部門

Ｃチーム 準優勝 久保 奏太・ 中川 貴之・ 松山 智哉 井上 伽矢登・着月 天馬・大西 美和

Ｆチーム 第３位 沢田 詩織・ 仲 あやか・ 古谷 咲菜

日本語エッセイ 中高生部門 入 選 原 苑美


